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して，その理解や定着を促すPBL（Project Based Learning）の様式を取り入れている（下田[1]
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[2] 内閣府，“大学等の知と人材を活用した持続可能な地方の創成に関する研究会報告書”，経












なお，7 月の受講者数については，同一内容の 50 分授業を 2 回行い，延べ 60名程度が受講
した．12 月も同様のやり方で延べ 25 名程度が受講している．それに対し学生 TA は 7 月が 5


























- 93 - 
 
にも触れている．つまり，if 文や for 文を意図した説明である． 
さらに，内容に関しては，7 月の JavaScript を採用した講座，12 月のPHP を採用した講座の
両方とも Web ブラウザに繰り返し画像表示するプログラムを最終的な成果物とするように授
業を組み立てている（図 2 参照）．また，画像は，中学生とその家族が楽しい，可愛いと感じ
るフリー素材のPNG 画像を採用している（図 3参照）． 
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100 個や 200 個と大量に Web ブラウザに表示されると，その意外性や完成させたことへの達
成感のためか，笑顔が絶えなかった． 














図4 プログラミング講座当日の様子（2018 年 12月 22日 1031教室） 
 
 
